
過去事例を引用した警戒の呼びかけ

～ 「自らの命は自らが守る」 社会を支える取組 ～

高松地方気象台

平成16年（2004年）台風第16号
（高松港などで観測開始以来最も高い潮位を観測 ）



四国地方の被害概要（消防庁：平成16年台風第16号による被害状況（第11報）
平成16年9月15日１7時００分現在より）

この台風の影響で、四国地方を中心に日降水量が400mm を超える大雨や、最大瞬間風速が
50m/s を超える暴風となり、香川県の他、宮崎県、鹿児島県で合わせて6 名が死亡した。また、30日
夜には、台風接近と大潮期間の満潮とが重なり、高松港、宇野港などで観測開始以来最も高い潮位を
観測した。四国、中国地方を中心に床上、床下浸水などの被害が発生した。

台風経路図

(参考）平成16年台風第16号 平成16年（2004年）8月28日～31日

■警報基準 ：190cm
■注意報基準：160cm

最大潮位
246cm

(mm)

期間降水量
8月28日00時～31日24時

気象庁ホームページ 災害をもたらした気象事例（ http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/report/2004/20040827/20040827.html ）

台風経路図

30日10時前、鹿児島県串木野市付近に上陸

30日17時半頃、山口県防府市付近に再上陸

31日12時半頃、北海道長万部町付近に再上陸

8月19日21時、台風16号発生

31日15時、温帯低気圧に変わる


